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　 今年で第12回となる釜島の無人
島キャンプ。総勢30名で行ってきま
した。今年は、二名さんが主宰す
る関西アウトドアスクールが募集
したグループ「少年サッカーチー
ム奈良クラブ」の15名（5、6年生
とコーチ2名）もいっしょです。
　 島についてまずみんながやりた
いことは「海で遊ぶこと」です
が、その前にやらなくてはいけな
いこともあります。食糧を運ぶこ
ととテントを張ること。でも、手
慣れた子たちが何人もいるので、
さほど大仕事ではありません。
　海ではいつものように魚を突い 無人島最後の夜の大宴会。島じゅうにみんなの歌声や笑い声が響いていました。

たり釣ったりが始まり、ベラやサザエをゲットしま
した。夕食は初日からいきなりバーベキューです
が、その前に火を起こさなくてはいけません。総勢
二組に分かれて、綱引き方式で火キリ棒をまわして
火を起こすのです。ま、これはちょっとした儀式で
すね。そして竹で自分のはしとコップを作ります。

カサゴのさぐり釣り。おもしろいように釣れました。

9月11日（日）
　秋のデイキャンプ その１
　　10：00　岩舟緑地集合
　　16：30　同地解散予定
5月のデイキャンプのコース、岩舟緑地→松尾池
→秘密基地で、秋を楽しみます。今年は例年より
2週間ほど早い日程にしましたので、さて、どん
な秋に出会えるでしょうか？

　無人島チャンピオンの二名さんも参加予定です。

◆持ち物：べんとう、水筒、おわんとはし、
小刀（ナイフ）、雨具、タオル、ビニール
シート、軍手、ビニール袋数枚など。
帽子、はきなれた靴、荷物はデイパックな
ど、背中に背負うように。他、 昆虫採集の
網と虫かご、双眼鏡、図鑑などご自由に。
◆参加費：会員3,000円、大人1,500円
　　　　　年長児未満500円
・振込は、9月6日（火）までに郵便局で
・店頭では、9月9日（金）まで申込み可

10月9日（日）
　秋のデイキャンプ その２
　　10：00　岩戸公園南側入口集合
　　16：30　同地解散
4月のデイキャンプコース、岩戸公園→金華山登山
道→達目洞のコースでデイキャンプ。クリやシイの
実、むかご（やまいも）などの秋の味覚を楽し
み、ロープや竹細工などの森遊びもいろいろのデ
イキャンプです。二名さんも参加予定です。

◆参加費：会員3,000円、大人1,500円
　　　　　年長児未満500円
・振込は、10月4日（火）までに郵便局で
・店頭では、10月7日（金）まで申込み可

10月22日（土）～23日（日）
　紅葉温泉キャンプ in 奥飛騨温泉郷
野外塾初のプログラム。
詳しくは、要項（先月送付済み）をご覧下さい。
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初日の火起こし儀式（？）一発で火がつきました。

　海のプログラムは潮の満ち引きで決まってきます
が、次の日が干潮が午後２時ごろということで、お
昼を食べてから島一周に出発。タコとるぞー！タコ
飯だー！と勇んで出かけましたが、さてゲットでき
たでしょうか。結果は奈良クラブの子たちも含めて
全部で7匹。しかしサイズがどれも極小。うーん、

これではタコ飯にとはいか
ず、とった人が自分で焼い
て食べるということに。し
かし、サザエは豊富。それ
とマツバガイとムール貝。
なかなか立派なやつがいる
んです。とうわけで、豪勢
な海鮮炊き込みご飯となっ
たのであります。
　 3日目はとくにプログラ
ムなし。また海で遊んだ
り、のんびり過ごしたり。
二名さんたちが作った竹の
樹上テラスも人気です。竹
が古くなってきてますか
ら、補修も必要とあって、
そのお手伝いをしている子
もいました。
　この日、海では釣りが絶
好調。穴のさぐり釣りでカ
サゴがまたまた大漁。ちなクワガタも豊猟（？）でした。

かわいーいタコ、ゲットです。

と自体初体験という方もありますから、最初はドキド
キですが、慣れてくると少し潜れるようになる人も出
てきました。
　結局この日はトビウオが飛び交うなか3カ所のポイン
トをめぐって、海に潜ったり、無人島に上陸したり、飛
び込みをしたり、釣りをしたりして遊び、大物10匹の
釣果をおみやげに宿に帰りました。
　 その日の夜は年に一度の座間味島祭り。ステージで
はフラダンスやファイアーダンスなどのショーがあ
り、沖縄の伝統芸能であるエイサーや花火で最高潮に
盛り上がって、子どもたちも楽しんでいました。
　3日目は座間味島で一番メジャーな古座間味ビーチで
一日過ごします。ここはサンゴもたくさんあり、そこ
にやってくる魚の種類も豊富。きれいなクマノミやチョ
ウチョウウオなどの他、ウミヘビやタコ、オニヒトデ、
パイプウニなどもいて、このビーチもいつまでいてもあ
きることがありません。
　 座間味の夜は毎晩満天の星空。天の川、サソリ、ハ
クチョウ、オオグマなどが空に舞っています。町めぐり
では、島で唯一の小さなスーパーに立ち寄って、沖縄独
特のお菓子などをおみやげに買ったりもしました。
　 最後の日、標高131ｍの高月山展望台から古座間味
ビーチを眺めましたが、白い砂浜と青い空と海の対比
が実に美しいですね。この感動は「おおきな木つうし
ん204号」にも書きましたので、ぜひお読み下さい。
　 今回は総勢17名という少人数でしたが、ぜひみなさ
ん、一度この慶良間諸島の海を体験してみませんか？

双胴船ティンガーラ（天の川）で島巡り。ザマミセーリン
グのみなさんにはシュノーケリングを教わったり、釣りを
したり、他にもいろいろお世話になりました。

こんな大物が10匹ほど。クマノミまでかかってきましたが
リリース。大物は民宿の方に料理をしていただきました。



夏休みは田舎で過ごしたい！（8月5日～7日、福地サマーキャンプ）

　7月にやることが多かった福地キャンプ
ですが、今回は8月上旬に実施。日程がよ
かったせいか、総勢40名の参加となりま
した。到着して開会式をすませると、ま
ずみんなで協力してテント張り。恒例の
儀式みたいなものです。そしてお昼をす
ませてから川あそびに出発。いつもの渓
流に向かいます。
　 ここは、飛び込み、岩すべり、ボート
などで遊ぶ絶好のポイント。その後、場
所を変えて、釣り。この日のエサはバッ
タ。このころ昆虫ハカセの水野先生が現
れ、バッタとりのご協力もいただきまし
た。釣れた魚はハヤかカワムツといった
ところ。エサがついていればすぐに釣れますね。
　 そして学校にもどって夕飯の準備。夏野菜のカ
レーライスをみんなで作りました。
　その後、水野先生がいつもの虫寄せ幕を張り、明
かりにやってくる虫を待ちます。さてどんな虫が
やってくるのか。僕が見たかぎり、人気の虫はなか
なかやって来なくて、多種多様なガやヘビトンボ、
カメムシ、コガネムシなどが来ていました。そこで
期待は次の日の朝です。

カサゴやムール貝、サザエなどをお父さんたちが料理してます。 竹の樹上テラス。なぜかここでかぶれの被害にあう子が続出。

宿舎はここ「自然と経験の学校」福地校舎（旧福地中学校）です。

この渓流で遊ぶのが楽しい。今年は天気にも恵まれました。

釣れた、釣れた。

早朝コース出発前、トラップに集まった虫を探しますが…。みに釣りざおは島に生えているシノダケ。それに釣
り糸とブラクリ（オモリ付きの針）をつけただけの
しかけで、エサはフナムシ。カニでもＯＫでした。
　この日の夕方、突然のスコールが降り出し、大人
が協力してベースにテント張り。立派なテントを張
り終えたころには雨もやんでしまいましたが…。そ
してそのころ、御大二名さんが登場。じつは今回は
激しい運動は避けるようにとドクターストップがか
かっていて、自宅待機ということだったのですが、
ステーキ肉10枚を手みやげに現れたのでした。
　そんなわけで、またまた豪勢な夕食に。店長パパ

（加藤さん）は大きなムール貝や岩ガキをひたすら
とっていて、これがまたおいしかったです。
　 夕食後は奈良クラブといっしょに総勢50人の大
宴会。芸人たちが大活躍し、夜遅くまで盛り上がっ
ていました。奈良クラブはさすがチームプレイをし
ているだけあってまとまりがあり、芸披露だけでな
く、働くべきときにも自主的に動いていて、それに
くらべると我々野外塾は…？？　見習うべきところ
もたくさんありましたね。帰りの船ではお互い別れ
を惜しむ光景もあり、他団体と交流することも悪く
ないなと思いました。

　 6：00出発の早朝虫とりコースにやって来たのは
ほとんど女の子。時代を反映しているんですかね。
いつもお世話になっている三宅さん宅の広ーい庭に
入らせてもらいました。下草をかきわけてクヌギや
コナラの木にクワガタがいないか探しましたが、今
年はちょっと残念でしたね。カナブン、キマワリが
数匹という程度。でもあきらめかけたころ、ノコギ
リクワガタのメスが見つかりましたが…。
　この日の朝には今度はお魚ハカセのイワちゃん

（岩井さん）も現れて、いっしょに
川に出発。お昼は恒例の「炎の焼き
そば大会」。お父さん、お母さんた
ちのご協力でおいしくできました。
　夜は時間をかけてバーベキュー。
その後は花火大会、キャンプファイ
アと続きます。今回はYフレンドが
いなかったのですが、小学5～6年生
たちががんばってくれました。
　 最後の日は竹細工でおみやげ作
り。竹のペンダントや竹とんぼ、弓
矢に刀、それに今年はビュンビュン
ごまも作ってみました。
　過疎化が進む福地ですが、毎年地
元の方々には本当にお世話になって
います。今年も野菜を頂いたり、自
家製のパンをたくさん差し入れして
いただいた方もありました。感謝、
感謝。これからもいい交流を続けて
行けたらいいですね。

白い砂浜とコバルトブルーの海（8月19日～22日、沖縄ざまみツアー）

　 今年の沖縄はこちらにくらべるとずいぶん涼し
い日が続いていましたが、我々が着いたころは
すっかり夏。4日間ずっと天気に恵まれて、青く透
き通った南国の海を満喫してきました。
　 初日に行ったのは遠浅の阿真ビーチ。昨年ウミ
ガメに会うことができたビーチです。今年は潮が
一番引いている時間になったせいもあり、会うこ
とはできませんでした。
　 次の日は船で一日ダイビングスポットをまわり
ます。前日の阿真ビーチとは比べものにならない
くらいの美しい海をめぐります。水深は10ｍ以上
のところですが、色とりどりのサンゴや魚たちが
しっかりと見えます。こんな深いところで泳ぐこ

お父さんの「炎の焼きそば屋さん」も登場。

キャンプファイアでは恭平（小5）作の歌が大流行。 竹のびゅんびゅんごま。

世界一の透明度を誇る海で、ぜいたくに（？）泳いでます。


